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ハーストビルとの姉妹都市盟約調印

　10月6日、白石市とオーストラリア・ハーストビル市と

の姉妹都市締結調印式がハーストビル市役所で行なわれま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cも　白石市友好の翼参加者、白石市議員団、八一ストビル市　　麟

議員団、関係者の見守る中、白石和紙の調印書に、まず川

井市長が筆で署名し、それを受けて、マクドナルド市長も

筆で署名し、これからの友好を確認するかのように堅い握

手を交わしました。10月23日には白石側での調印式があり

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿』‘寧、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・獅‘
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10月6日

白石市・八一一ストビル市

姉妹都市盟約調印〃
　
ノ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
議
会
の
ジ
ャ
ー
マ

ン
・
レ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
委
員
長
は

調
印
に
先
立
っ
て
「
子
供
達
の
未
来
の

た
め
に
、
平
和
な
未
来
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
肌
の
色
、
文
化
の

違
い
を
の
り
こ
え
て
、
子
供
達
の
交
流

を
通
じ
て
新
し
い
世
界
を
作
ら
な
け
れ

友
好
と
平
和
と
真
の
国
際
理
解
を
目
指
し
て

　
十
月
六
日
に
八
ー
ス
ト
ビ
ル
市
で
行
な
わ
れ
た
調
印
に
よ
つ
て
、

白
石
市
と
八
ー
ス
ト
ビ
ル
市
は
、
新
し
い
関
係
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
こ
の
調
印
に
か
け
る
両
市
の
期
待
は
大
き
く
、
今

後
、
青
少
年
を
中
心
に
、
様
々
な
交
流
が
行
な
わ
れ
、
友
好
と
平

　
　
　
　
　
　
　
い
し
ず
ロ
え

和
と
国
際
理
解
の
礎
と
な
る
で
し
ょ
う
。

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ば
な
ら
な
い
　
今
夜
の
調
印
で
、
我
々

の
新
し
い
関
係
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
通
じ
て
両
市
が
た
が
い
に
理
解

し
合
い
、
お
互
い
の
目
的
に
向
か
っ
て
、

こ
れ
か
ら
交
流
を
進
め
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
．
、

そ
の
後
、
九
月
に
白
石
市
を
訪
れ
た
グ

リ
ー
ン
・
リ
ー
ブ
ス
と
、
十
月
に
、
友

好
三
市
国
際
親
善
水
泳
大
会
の
た
め
に

来
白
し
た
選
手
団
に
よ
っ
て
「
ア
イ
・

ア
ム
・
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
」

「
さ
く
ら
」
の
合
唱
が
行
な
わ
れ
、
調

印
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
は
、
白
石
和
紙
で
作
ら
れ
た

調
印
書
に
ま
ず
、
川
丼
白
．
石
市
長
が
持
参

調印式で合唱するグリーン・リーブスと水泳団

奪
馨
辱
－
壁
「

し
た
筆
で
調
印
す
る
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

市
長
も
筆
を
使
っ
て
調
印
す
る
一
幕
も

、

　
調
印
の
後
、
お
互
い
の
こ
れ
か
ら
の

友
情
を
確
か
め
会
う
よ
う
に
し
つ
か
り

と
両
氏
が
握
手
す
る
と
、
場
内
は
祝
福

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
．
、

白
石
市
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
姉
妹
都
市
盟
約
書

　　　　嫌妹都市盟約書

　オーストラリア国ニュー・サウス・ウェー

」レズ州ノ、一ストビル市と！ヨ本国宮城蛭蒸直箪イf市

は、市民相互の教育、文化．青少年．スホー

ツ交流を通して、理解と友好を深めるととも

に、日豪両国の親善を促進し、もって世界の

平和と繁栄に貢献するため、姉妹都市の鍵携

を盟約する。

　ここに、双方の議会の賛同のもとに両市の

市民を代表して姉妹都市盟約書に調印する、

　平成6年10月6B

ノ、一ストビル市長

　　　　　　　　　　　自石市長
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白
石
市
友
好
の
翼
参
加
者

教
育
民
生
・
建
設
水
道
議
員
団
八
ー
ス
ト
ビ
ル
市
訪
問

　
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
を
訪
問
し
た
、
白

石
市
友
好
の
翼
参
加
者
と
教
育
民
生
・

建
設
水
道
議
員
団
は
市
民
の
大
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

　
一
行
は
ま
ず
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ

ズ
川
で
の
ク
ル
ー
ズ
に
招
待
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
川
沿

い
に
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
が
延
び
て
い

ま
す
。
岸
辺
で
は
春
休
み
と
も
あ
っ
て
、

子
供
達
が
釣
り
を
し
て
い
た
り
、
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
若
者
の
姿
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
園
の
視
察
で
は
、
子
供
達
の
元

気
な
歓
迎
を
受
け
、
ど
こ
も
変
わ
ら
な

い
子
供
達
の
元
気
さ
に
、
み
ん
な
の
顔

は
緩
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

　
ま
た
そ
の
後
、
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ズ

川
沿
い
に
広
が
る
、
オ
タ
レ
ー
公
園
で

地
元
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
お
手
伝

い
に
よ
る
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル

の
ホ
ッ
ト
ド
ツ
グ
で
昼
食
を
と
り
ま
し

た
。
こ
の
オ
タ
レ
i
公
園
に
は
、
ユ
ー

カ
リ
な
ど
豊
富
な
緑
の
他
に
、
泳
ぐ
た

め
の
浜
辺
が
あ
る
な
ど
、
緑
と
水
の
豊

か
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
営

の
ゴ
ル
フ
場
の
見
学
が
あ
り
、
そ
こ
で

の
、
試
し
打
ち
に
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

青
少
年
交
流
を
中
心
に

　
ま
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル

市
長
は
、
「
今
夜
調
印
さ
れ
る
調
印
書

は
紙
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

調
印
書
は
、
二
千
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
両
市
を
結
ぶ
絆
で
す
。
本
日
調

印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
市
の
友
情

が
よ
り
深
ま
り
、
市
民
の
活
性
化
に
繋

が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
も
う
青

少
年
の
交
流
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

子
供
達
は
様
々
な
壁
を
越
え
て
理
解
し

合
え
ま
す
。
子
供
達
に
新
し
い
価
値
を

う
え
つ
け
る
こ
と
が
、
新
し
い
世
界
を

生
み
ま
す
。
こ
の
交
流
が
両
市
民
の
豊

か
な
生
活
を
生
む
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
川
井
白
石
市
長
も
「
両

桑
響
｝
－

市
の
交
流
は
何
よ
り
も
子
供
達
の
交
流

を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
．
、
」

脳

■
、　

　
恥
9
源

　
　
凱
袈
懸

ノ

，塗

と
答
え
る
な
ど
、
　
「
青
少
年
を
交
流
の

中
心
に
」
と
い
う
考
え
で
は
両
市
と
も

一
致
し
て
い
ま
し
た
。
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十
月
一
一
十
三
日
、
白
石
市
で

　
　
　
　
　
　
　
八
ー
ス
ト
ビ
ル
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
妹
都
市
盟
約
調
印
〃
”

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル

市
側
で
の
、
姉
妹
都
市
盟
約
調
印
式
は
、

「
白
石
市
友
好
の
翼
」
参
加
者
、
白
石

議
員
団
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
関
係
者
な
ど
、

総
勢
約
百
五
十
人
が
見
守
る
中
、
両
市

の
市
旗
の
交
換
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
白

石
市
か
ら
送
ら
れ
た
「
日
本
人
形
」
に

感
嘆
の
声
が
ヒ
が
る
な
ど
、
お
．
互
い
の

友
情
を
確
認
し
な
が
ら
、
両
市
の
期
待

を
胸
に
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
な
わ
れ
た
、
ハ
ー
ス
ト
ビ

ル
市
主
催
の
晩
餐
会
で
は
、
終
始
和
や

か
に
、
調
印
の
成
功
を
祝
い
っ
て
い
ま

し
た
。

　
十
月
二
十
三
日
に
は
、
白
石
市
制
施

行
四
十
周
年
記
へ
．
心
式
典
の
中
で
、
白
石

側
で
の
姉
妹
都
市
盟
約
調
印
式
が
行
な

わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両
市
の
姉
妹
都

市
締
結
が
完
．
J
し
、
両
市
の
国
際
交
流

の
一
ペ
ー
シ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
．
．



く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に

　
平
成
五
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
行
わ
れ
た
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
台
所
は
決
し
て
裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
五
年
度
も
限
ら
れ
た
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
、
く
ら
し
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
決
算
は
市
の
家
計
簿
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
い
く
ら
入
り
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
五
年
度
の
各
会
計
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

億
八
千
三
百
五
十
二
万
円
、
農
道
等
農

業
施
設
の
整
備
や
農
林
業
振
興
の
経
費

（
農
林
水
産
業
費
）
に
十
八
億
千
五
百

九
十
八
万
円
、
老
人
福
祉
や
乳
幼
児
医

療
費
、
保
育
所
等
の
経
費
（
民
生
費
）

に
十
七
億
八
千
三
百
三
十
七
万
円
と
続

い
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
を
市
民
一
人
当

た
り
で
み
る
と
、
約
三
十
四
万
円
を
使

っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
に

す
る
と
約
百
十
五
万
円
を
支
出
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
納
め
ら
れ
た
税

金
は
、
一
人
当
た
り
約
九
万
八
千
円
、

一
世
帯
当
た
り
で
は
三
十
三
万
円
余
り

を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
（
平

成
六
年
三
月
末
日
の
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
人
口
四
万
二
千
二
百
五
十
六
人
、

世
帯
数
一
万
二
千
三
百
三
十
二
人
で
計

算
）

曝
瓜

13．9％

繰　入　金　5億7，453万円
地方譲与税　3億7，196万円

財産収入2億6，319万円
繰越金ほか　8億4，490万円7億1，537万円

10億3，185万円

　
平
成
五
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

収
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が
百
四
十

八
億
二
千
四
百
六
十
一
万
円
で
、
支
出

（
市
が
使
っ
た
お
金
）
が
百
四
十
一
億

七
千
七
百
七
十
万
円
で
し
た
。
差
し
引

き
で
六
億
四
千
九
百
六
十
一
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
、
こ
の
う
ち
二
億
二
百

十
万
円
は
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
は

平
成
六
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
収
入
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
の
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
市
税
で
す
。
こ
の
市
税
は
、
固
定

資
産
税
、
市
民
税
、
都
市
計
画
税
、
た

ば
こ
税
な
ど
で
四
十
一
億
四
千
三
百
五

十
三
万
円
（
全
収
入
の
二
八
・
O
パ
ー

セ
ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
の
中
で
は
、
固
定
資
産
税
、
市

民
税
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
合
わ
せ
て

三
十
六
億
五
千
八
百
万
円
で
、
市
税
全

体
の
八
十
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
、
、

　
次
に
多
い
の
が
、
市
税
で
賄
い
き
れ

な
い
財
源
不
足
分
を
補
う
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
た
地
方
交
付
税
で
四
十
一

億
二
千
三
百
七
十
二
万
円
で
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を

使
っ
た
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
一
般
会
計
で
最
も
多
く
支
出
し

た
の
は
、
総
務
費
で
、
二
十
九
億
六
千

二
百
二
十
六
万
円
（
全
支
出
の
二
〇
．

九
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
お
金
は
、
主
に
白
石
城
復
元
事

業
や
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
建
設
事
業
を

は
じ
め
一
般
事
務
費
や
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
積
立
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
市
道
や
都
市
計
画
街
路
等
の
整

備
（
土
木
費
）
に
二
十
一
億
五
千
九
百

十
三
万
円
、
白
川
中
学
校
・
深
谷
小
学

校
の
大
規
模
改
造
等
の
学
校
教
育
や
社

会
教
育
等
の
経
費
（
教
育
費
）
に
十
九

金．
出

庫
家

国

県
支
出
金

諸
収
入

11億

4，826万円

、市債＼

16億730万円

地彦交輝税

41億2，372万円

事』P、税

41億4，353万円

フ、フ％1｛〕，8％

7．0％4，8％

27、8％28．O％

0

上水道事業会計『

収益的収入及び支出
　収入　8億1，273万円
　支出　7億2，618万円
資本的収入及び支出
　収入　　　1，105万円
　支出　1億8，302万円

老人保健

収入　26億7，941万円

支出　26億1，084万円

　会　　　計
地方卸売市場事業

収入　2，550万円

支出　2，550万円

男特

　
　
　
　
　
　
　
0

業　
　
　
　
　
　
　
O

事
　
　
　
　
惚

　
　
　
　
　
　
　
崖

道

濁
、
細
収入　20億1，842万円

支出　20億1，842万円

国民健康保険

収入　23億9，772万円

支出　21億6，538万円

麗
囲

3億8，185万円

9億5，378万円13億8，530万円

17億8，337万円

消
勝
費

［
衛
生
費
・

公
債
黄

農桐く産類

梶生

費

18億
1，598万円

教育費、

19億

8，352万円

土木費’
21億5，913万内

総務費
舖億6，226万円

12．8％14，0％15，2％20．9％

0

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％
億
億
億

7
2
2
ー

ビ
％
費
費
費
費

7　
　
　
ロ
ロ

ハ
の
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
工
会
復
働

％
　
　
　
害

3
商
議
災
労

9％62

／

、
●

　
二

’
o

335，519円

98，058円

固定資産税45，953円

市民税40，615円

都市計画税4，370円

市たばこ税4，204円

一般会計歳出決算額

軽自動車税など2，916円

億7，770万円41

人口42，256人として

考えると市民

総務費70，103円

1人当たり…

土木費51，096円

教育費46，940円

農林水産業費42，976円

民生費42，204円

公債費32，784円

衛生費22，571円

9，037円消防費

その他17，808円

》1曇運幅F｝

幽』’
　照



平
成
五
年
度

公
立
刈
田
綜
合
病
院
経
営
状
況

　
　
　
地
域
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
医
療

体
制
の
確
立
を
図
る

患
者
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
来
院
し

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
病
院
と

し
て
、
経
営
改
善
に
つ
と
め
、
日
々
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
五
年
度
は
、
診
療
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
長
時
問
心
電
図
解
析
装

置
、
超
音
波
白
内
障
手
術
装
置
な
ど
、

計
三
十
七
点
に
お
よ
ぶ
医
療
機
器
の
新

規
、
更
新
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
患
者
数
は
平
成
四
年
度
と
比
較
し
て
、

入
院
患
者
は
八
五
九
人
の
増
加
、
外
来

患
者
は
一
四
、
八
六
一
人
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
収
入
は
三
、

九
三
八
、
四
八
一
千
円
で
、
一
方
支
出

は
四
、
二
三
七
、
五
四
一
千
円
と
な
り
、

差
し
引
き
二
九
九
、
〇
六
〇
千
円
の
欠

損
金
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
患

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
来
院
で
き
る

か
、
ど
う
し
た
ら
よ
り
よ
い
医
療
を
提

供
で
き
る
か
を
課
題
に
、
職
員
一
丸
と

な
つ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
再
来
患
者
予
約
制
も
従
来

の
内
科
、
外
科
に
加
え
、
秘
尿
器
科
に

も
導
入
し
、
診
療
待
ち
時
間
の
短
縮
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
、
医
療
機
能
の
整
備
を
は

じ
め
、
職
員
一
同
が
心
の
こ
も
っ
た
「
医

療
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
、
仙
南
地
方
の

中
核
病
院
と
し
て
、
患
者
の
皆
さ
ん
に

「
よ
り
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
と
な
る
た

め
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

■甲一 ＿詣一一一‘
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も
私
は
白
石
一
の
愛
妻
家
で
あ
り
ま
す

　
メ
ィ
キ
ー
　
ア
ン
ト
　
ミ
セ
ス
・

ド
、
レ
デ
ィ
ー
ス
　
ア
ン
ド
　
ジ
ェ

本
タ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
両
市
の
皆
さ

ま
方
に
大
勢
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
、
私
た
ち
訪
問

団
の
中
に
日
本
の
民
族
衣
装
で
あ
る

着
物
を
着
て
お
い
で
の
ご
婦
人
が
何

人
か
交
じ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
先
般
、
私
が
ハ
ー
ス
ト
ビ

ル
市
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
際
、

「
私
の
妻
は
着
物
が
良
く
似
合
う
女

性
で
あ
る
」
と
申
し
ま
し
た
。
当
方

は
ジ
ョ
ー
ク
の
つ
も
り
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
「
こ
の
次
は
必
ず
川
井
市

長
は
婦
人
同
伴
で
来
る
よ
う
に
」
と

い
う
強
い
要
請
を
い
た
だ
い
た
と
伺

い
ま
し
て
、
本
日
、
お
約
束
を
果
た

す
た
め
に
妻
は
着
物
姿
で
参
り
ま
し

た
。　

も
っ
と
も
私
ぱ
白
百
一
D
愛
菱
家
一

し

い従
努つ
力て
の　’

賜こ
物れ
では
あひ
りと
まえ
すに

、、1》η1ル

義一葱

ヤ
ー
　
ア
ン
ド
　
ミ
セ
ス
・
マ
ク

デ
ィ
ー
ス
　
ア
ン
ド
　
ジ
ェ
ン
ト

セ
プ
シ
ョ
ン
に
両
市
の
皆
さ

藩
雛
賢
肌
二

・晩餐会でのあいさつ・

ルド
マナ
ンル

あ
で
は
か
わ
い
そ

物
を
着
て
参
加
し

ま
し
ょ
う
』
と
何

人
か
の
方
々
に
呼

び
掛
け
、
ご
覧
の

通
り
美
し
い
着
物

を
ま
と
っ
た
ご
婦

人
方
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ

で
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル

の
皆
さ
ん
に
申
し

上
げ
ま
す
が
、
こ

う
い
う
着
物
は
日

本
の
習
慣
で
は
夫

が
妻
に
贈
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
も
そ
の
着
物

は
大
変
高
価
で
あ

り
ま
す
。

ご
主
人
の
涙
ぐ
ま

の
で
、
レ
デ
ィ
ー

か
ら
『
　
人
だ
け
着
物
を
着
る

う
だ
』
と
考
え
、
『
一
緒
に
着

フ
ァ
ー
ス
ト
の
国
と
巳

ま
ず
最
初
に
、
だ
ん
乏

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
も
そ
の
後
で
、
奨

美
人
を
引
き
立
て
る
、

ず
白
石
は
美
人
揃
い
ゼ

人
方
に
拍
手
を
い
た
馨

し
仕
え
ご
ざ
い
ま
せ
・

　
今
後
、
白
石
市
の
田

市
を
メ
イ
ン
と
し
て
扉

し
ま
す
。
八
月
の
は
ド

が
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
力

預
か
り
ま
し
た
。
九
臼

　
～

　
　

月をじ展国んだだ　さ
二訪め開際。きともす

交
流
は
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル

し
て
い
く
と
確
信
い
た

に
は
私
ど
も
の
子
供
達

れ
、
大
変
な
ご
歓
待
に

十
二
日
か
ら
は
、
グ
リ

が
日
本
の
着
物
は
一
層

ち
ろ
ん
着
物
姿
に
限
ら

お
思
い
の
方
々
、
ご
婦

ま
す
こ
と
は
、
何
ら
差

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

な
様
の
方
に
拍
手
を
い
た
だ

ー
ン
・
リ
ー
ブ
ス
の
皆
さ
ん
が
白
石
市
を
訪
れ
、

十
月
九
日
の
三
市
友
好
国
際
親
善
水
泳
大
会
に
は

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
を
は
じ
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
使
館
職
員
の
子
供
た
ち
が
本
市
に
お
い
で
下
さ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
歓
迎
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
、
白
石
市
民
は
一
人
皿
人
が
異
な
る
国
の
文

化
・
社
会
・
人
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
意
識
の
国
際
化
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
皆
さ
ん
方
と
今
後
一
層

の
交
流
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．
．

　
よ
く
日
本
で
は
「
最
も
幸
せ
な
男
は
、
日
本
人

の
妻
を
持
ち
、
西
洋
の
館
に
暮
ら
し
、
中
国
の
料

理
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
だ
」
と
言
い
ま
す
．
、
そ
の

う
ち
「
日
本
人
の
妻
う
ん
ぬ
ん
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
こ

れ
は
除
き
ま
し
て
、
「
西
洋
の
住
ま
い
に
中
華
料

理
」
は
異
論
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

こ
の
場
所
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
ど
う
か
お
時
間
の
許
す
限
り
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
市
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

みなさんからの素敵恋

情報を待ってます

第43回宮城県中学校
総合体育大会駅伝

第43回宮城県総合体育大会の男子

駅伝で堂々の初優勝（58分06秒）を果

たした白石中学校チームの6人が、

その報告に市役所を訪れました。

この大会は、県内各地の地区大会

を勝ち抜いた強豪22チームが参加し、

亘理鳥の海陸上競技場を出発し、6

区間・18，lkmで健脚を競いました。

自己ベストを記録した1区の小野

俊法君（2年）は、「自分の思うよ

うに走れた。」と感想を話していま

した。

白石中学校は12月27日の全国大会

（熊本）に出場するそうです。

収穫の秋のお祝いに

睡一瓢．1塗繭測管］亀珪貸．

驚鞭．鐸響聾繍……
　一・仁芋乞＿一蘇覧’．　　’甲蔽写

・1、羅瓢ボ響繭
　　＾『ナ1・～’　　　　マ　　　ζ

蕊・　　　轟㌧　、．湘騒拙報｝．顎
醇壱’鮒ず『・．轟．翻

市内福岡の社団法人陽光園で、

10月2日、恒例の「陽光園まつり」

が開催されました。

これは、「陽光園」「受光園」「あ

けぼの園」の合同で行なわれる秋の

お祭りで、秋の収穫を祝い、地域の

住民とふれあうために行なわれるも

ので、園生150人、地域住民約1000人

が参加しました。

春に開催される三園合同運動会と

同様に、園生と地域の住民が触れ合

う姿がそこにありました。

まち：かど・ズーム，配！

塞

　　　ご　　　　　　　　　　　ヨマ　しも　　　　　 ぼ

　　　1蜻舞織黙畿槻ダ』矯

社会体育の祭典
10月10日　（体育の日）に恒例の第

66回市民体育大会（白石市体育協会

主催・菅野　信男会長）が4，500人

の参加者を集め白石川緑地で開催さ

れました。

また、会場には前日行なわれた友

好三市国際親善水泳大会のために来

白した、海老名市、ハーストビル市

の中学生選手団が訪れての開会式と

なりました。

各自治会が色々なアイディアをだ

して仮装する入場行進では、市制施

行40周年ともあって、例年より凝っ

たものが多く、中には手作りの白石

城を出すなど、それぞれの工夫が見

られました。

幼稚園児のマスデームから、親子

三代リレーなど、年齢層が幅広いの

もこの大会の特徴で、中にはおじい

ちゃんからお孫さんまで、一家総出

で参加した家族もあり、秋の一日を

楽しんでいました。

真の友好親善き目指しノで

友好三市国際親善水泳大会が10月

9日、海老名市・ハーストビル市・

白石市の小学生、中学生ら選手団83

人を集めスパッシュランドしろいし

50m公認プールで開催されました。

また、大会中数々の大会で金メダ

ルに輝いているジャネル・エルフォ

ードさんの模範演技があり、会場か

ら盛んな拍手が送られました。大会

後は、カヌーリレーや、ボールリレ

ーで交流を深め、言葉の壁を越えた

友情を育んでいました。

また、両市とも10月23日に姉妹都

市を締結しました。

　　融　－鮎．．・へ　門

月明しノよしノロマン千、ゾフ

刈田地方に伝わるお月見飾りと、

幕末から昭和までの灯火器を集めた

「お月見と灯火器展」が、武家屋敷

「旧小関家」で9月20～25日の6日

間行なわれました。

開催期間中は、お月見飾りの他に、

江戸時代のあんどんや、携帯用の燭

台、明治以降のランプや電灯など、

歴史の荒波を耐えてきた貴重品が数

多く展示されていました。また、期

間中には、来白していたオーストラ

リア、グリーンリーブス使節団も訪

れ、熱心に見学していました。

山の募らしに学ぶ

蔵王の山とともに暮らしてきた

”またぎ”や“老人”のお話を聞き

ながら、生活の原点を探ることを目

的に、AZ9「ジュニア・アクショ

ン」が、10月8日にフロム蔵王アイ

ランドで開催されました。子供達は

普段したことのない様々な形のかま

どを作り、野外炊飯をし、自分で作っ

た料理に満足そうな顔をしていまし

た。
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剛
『
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また、佐藤石太郎氏の講話「山の

暮らしに学ぶ」を聞きながら、自然

と共に暮らしてきた先人達に思いを

馳せていました。

　
会
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全
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安
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ゲ
一
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ギ
ち
あ

第
μ
翻
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灘
、
肺

10月11日、宮城県と宮城県警察本

部の主催により、第3回宮城県交通

安全ゲートボール大会が開催され、

白石市代表で大会に参加した田町

（白石A）チームが、見事準優勝を

果たし、選手団が川井市長に報告に

訪れました。皆一様に「来年こそは

優勝し全国大会出場を。」と意欲を

見せていました。

O田町チーム

　小室　庄司主将・高橋　利夫さん

　服部　利雄さん・菊地　春雄さん
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昨
年
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た

「
気
功
講
座
」
に
引
続
き
、
今
年
四
月

よ
り
新
た
に
、
毎
月
第
↓
～
第
三
木
曜

日
、
］
時
半
～
三
時
半
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
運
動
不
足
は
分
か
っ
て
い
て
も
ス

ポ
ー
ツ
は
ど
う
も
苦
手
と
い
う
方
、
足

腰
の
痛
み
や
、
慢
性
的
に
体
が
不
調
の

方
に
特
に
お
す
す
め
し
た
い
講
座
で

す
。

　
気
功
は
、
私
達
が
毎
日
し
て
い
る
、

息
を
し
て
、
食
事
を
し
て
、
動
い
て
と

い
う
動
作
を
無
理
な
く
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
体
の
中
の
「
気
の
流
れ
」
を

知
っ
て
体
と
心
を
元
気
に
し
て
い
き
ま

す
。　

よ
く
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
う
な
気
功
の

ポ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
畳
の
ヒ

で
個
人
に
合
わ
せ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
を
十

分
に
行
な
い
、
川
や
森
林
の
音
を
聞
き

な
が
ら
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

て
、
思
わ
ず
う
と
う
と
す
る
事
も
時
折

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
各
自
、
自
分
に

あ
っ
た
運
動
方
法
や
気
功
の
ポ
ー
ズ
を

覚
え
て
、
以
前
に
比
べ
生
き
生
き
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
実
際
に
「
気
」
を

感
じ
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
　
「
気

ロ
昌
“

萸

谷
加
良
子

魯・

鰹

写真と文
白川の自然勉強会員

佐藤貞治

’

・
．
碍

の
力
」
で
他
の
人
を
動
か
し
た
り
と
、

と
て
も
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
講
師
の
大
友
先
生
は
、
白
石
出
身

で
、
笑
い
の
あ
る
わ
か
り
や
す
い
講
義

と
実
演
、
ま
た
、
小
人
数
の
教
室
と
も

あ
っ
て
、
そ
の
日
「
こ
こ
が
痛
い
・
調

子
悪
い
」
と
訴
え
れ
ば
治
療
も
サ
ー
ビ

ス
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
よ
く
「
白
石

の
人
達
は
得
し
て
い
る
よ
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

樹
液
に
集
ま
る
蝶

サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

嚢
　
茶
褐
色
の
地
色
に
黄
色
の
斑
が
あ

る
、
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ
の
中
で
最
も
美

し
い
一
般
的
な
蝶
で
、
日
本
各
地
に

生
息
し
、
白
石
市
内
ど
こ
で
も
五
月

か
ら
九
月
ま
で
見
ら
れ
ま
す
．
．
越
冬

形
態
は
、
さ
な
ぎ
で
年
二
回
の
発
生

で
、
第
一
化
は
五
月
初
旬
か
ら
六
月
、

第
二
化
は
七
月
か
ら
九
月
に
発
生
し

㍗
．
．
7
・
石

罵

●

サトキマダラヒカゲ

　
　
ま
す
。

　
　
　
食
草
は
メ
ダ
ケ
、
ク
マ
ザ
サ

　
　
・
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
・
マ
ダ
ケ
な

　
　
ど
の
サ
サ
類
で
、
こ
れ
ら
の
生

　
　
育
し
て
い
る
樹
林
内
や
そ
の
周

　
　
辺
に
多
く
、
素
早
く
飛
ぶ
姿
は

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
と
ま
ち
が
え
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、
花
に
集

ま
る
こ
と
は
な
く
、
カ
ブ
ト
虫
の
集

ま
る
よ
う
な
樹
液
や
腐
熟
果
に
集
ま

り
、
戸
を
開
け
て
お
く
と
家
の
中
に

も
人
り
込
む
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

夏
の
高
温
期
に
は
林
の
中
の
日
影
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
と
よ
く
似
た
蝶
に
、
ヤ
マ
キ

マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
・
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ

カ
ゲ
が
あ
り
、
混
同
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
注
意
し
て
見

て
て
く
だ
さ
い
．
、
形
態
だ
け
で
な
く

分
布
も
習
性
も
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

宮
城
県
で
は
年
一
回
の
発
生
で
、
食

草
も
竹
科
の
ほ
か
ス
ス
キ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
違
い
は
、
前
羽
の
羽
脈

ヒ
の
黄
色
い
条
が
太
め
で
、
一
番
後

に
あ
る
黄
斑
の
中
に
小
さ
い
黒
斑
が

あ
る
の
が
サ
ト
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
で

す
。
ま
た
、
ヒ
メ
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ

チ
ョ
ウ
は
山
地
性
で
、
ま
だ
白
川
で

は
観
察
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
．
他
種
よ

り
一
回
り
小
さ
く
、
羽
の
裏
面
を
見

る
と
黒
褐
色
の
波
状
紋
が
な
い
の
で

す
ぐ
見
分
け
が
つ
き
ま
す
。

》仕事について

　白内障の手術を受けて目が見えるようにな

り、看者さんが喜んでいる姿を見ると、自分

のことのようにうれしく思えます。こういう

時この仕事に携わって本当によかったと思い

ます。

り今夢中になっていること

　珍しいものを見ることが大好きなのでいろ

んな所へ旅行することですね。

廟

醐

‘昌（

　浅野眼科医院

大槻　洋子さん

　（25歳・越河）

　
れ
動
望
育

標
あ
を

目
が
体
市
や
欲
の

や
間
ー

夢
時
　
。
白
公
せ
理

り
　
　
ね
り
　
　
さ
り

があれば、何かスポーツをしたいです

体を動かしてやるならなんでもOK）

有に望むところや白石の良いところ

や体育館などの公共施設をもっと充実

欲しい。

のタイプ

にいて楽しい人。

に一言

な目をまもるため、ふだんの生活に気

てください。

石
園
て
想
緒
後
切
け

　
　
　
　
　
　
一
最
大
つ
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き
き
生
涯
学
習

灘
麹
灘嚢i紐」習　茶道の気くばり

’曜“　　　　　　　久保田　　誠さん

　　　　　　　　　　　　（寿山）

　青少年ホームで茶道の稽古をしています、

　友達に誘われて出たお茶席で作法も知らず
に恥をかいてしまい、茶道を習ってみようと

思ったのがきっかけです，お茶をおいしく出

すには、それだけの気配りが必要です。湯か
げん、葉の分量そして茶碗につぐまでの時間

など細かい心づかいが必要です，

　11月6日にホーム祭がありますので、こ
れまで学んだお手前でおいしく、雰囲気を楽

しく味わっていただければと思いますので皆

さんでおいでください、

市
民
文
芸

ノII

月気

兵
　
三
選

癒
す
術
な
き
身
の
生
命
燃
や
さ
ん
か
ひ
と
と
き
輝
く

入
日
見
て
停
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

落
日
の
燃
ゆ
る
如
く
に
葉
鶏
頭
夕
ぐ
る
る
庭
に
艶
め

き
て
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

過
ぎ
し
日
は
手
入
と
ど
き
し
花
壇
な
り
無
人
駅
と
な

　
く
ず
つ
た
か
ら

り
葛
蔦
絡
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

明
け
放
つ
部
屋
に
吹
き
く
る
夕
風
は
向
き
を
変
へ
つ

つ
稲
の
香
運
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

う
れ
し
さ
は
待
ち
佗
び
し
庭
の
桔
梗
花
紫
ふ
か
く
今

朝
咲
き
初
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

庭
隅
に
ピ
ン
ク
の
松
子
咲
き
継
ぎ
て
猛
暑
の
中
に
秋

を
告
げ
居
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ね
ぎ
畑
一
本
ご
と
に
ト
ン
ボ
留
め
追
え
ば
数
増
し
夏

逝
か
ん
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

庭
隅
に
亡
夫
の
植
え
た
る
曼
珠
沙
華
彼
岸
も
近
か
く

咲
き
て
淋
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

傘
寿
の
坂
越
え
て
幸
は
せ
か
み
し
め
ぬ
真
夏
の
朝
の

菜
園
に
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

子
の
逝
き
し
日
よ
り
と
ぎ
れ
て
変
ら
ざ
る
飾
り
し
写

真
に
語
り
か
け
を
り
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
　
一
首
目
、
病
む
作
者
は
心
に
沁
み
て
生
命
の

尊
さ
を
知
つ
て
い
る
、
今
日
も
輝
く
夕
日
に
向
い
自

ら
の
命
を
燃
や
し
生
き
る
証
と
し
て
作
歌
を
続
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
か
つ
ら
か
ら

二
首
目
、
「
艶
め
き
て
立
つ
」
。
三
首
目
、
「
葛
蔦
絡
ま

る
」
四
首
目
、
「
向
き
を
変
へ
つ
つ
」
は
観
察
、
表
現

が
的
確
で
読
者
の
心
に
伝
わ
る
。鈴

木

牛
小
屋
の
隅
に
藁
積
み
冬
支
度

墓
詣
で
の
み
の
小
さ
き
旅
の
あ
り

萩
白
く
花
の
し
じ
ま
を
こ
ぼ
し
け
り

貞
　
二
選

高
橋
　
正
雄

鈴
木
鉄
二
郎

佐
藤
　
周
子

高
き
木
に
夕
日
を
集
め
凌
轡
花

ぶ
な
の
木
の
隙
間
に
仰
ぐ
星
月
花

星
月
夜
完
成
近
き
城
浮
ぶ

意
の
ま
ま
に
風
に
な
び
く
や
稲
穂
か
な

県
境
の
標
に
葛
の
吹
か
れ
け
り

三
十
日
盆
静
寂
の
墓
は
黄
昏
れ
て

茄
子
一
つ
焼
け
ば
こ
と
足
る
老
昼
餉

「
評
」
一
首
目
、

積
ん
で
冬
支
度
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い

若
桑
げ
ん
じ

川八鈴三日岩
村　島　木　マ甫　下　を尺

静三民愛　　伍
恵郎子嶺文峯

　
　
　
　
　
　
牛
小
屋
に
牛
用
の
藁
を
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
二
句
目
、
お

墓
参
り
を
す
る
ふ
る
さ
と
へ
の
旅
で
あ
る
。
．
三
句

目
、
静
か
な
萩
の
こ
ぼ
る
る
さ
ま
を
と
ら
え
た
こ
ま

や
か
な
観
察
。

囲
一
圏
・
木

節
水
を
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
補
充
す
る

水
き
き
ん
確
か
古
井
戸
あ
っ
た
は
ず

誤
　
差
選

東
　
て
る
子

四
竈
英
夫

追
い
越
し
も
追
突
も
せ
ず
川
の
水

か
ら
み
合
う
視
線
ど
ち
ら
も
外
せ
な
い

豊
作
の
兆
し
商
魂
見
の
が
さ
ず

カ
ラ
フ
ル
な
薬
見
せ
合
う
ク
ラ
ス
会

す
し
屋
さ
ん
並
で
す
よ
ね
と
念
を
押
す

職
退
り
て
妻
と
対
話
が
も
ど
る
日
日

愛
の
結
晶
親
か
ら
先
に
溶
け
て
く
る

水
が
め
の
悲
鳴
を
残
し
夏
逝
き
ぬ

「
評
」
一
句
目
、

た
猛
暑
の
一
コ
マ
を
覗
か
せ
る
句
、
、

草片米佐暁宍
野岡沢藤　戸

　鶴礼武夢
清子子雄子広

近
江
孫
太
郎

芝
　
玄
太
郎

　
　
　
　
　
　
史
上
最
高
の
ビ
ー
ル
消
費
を
誇
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
句
目
、
古
井
戸

の
リ
バ
イ
バ
ル
も
お
願
い
す
る
ほ
ど
水
．
不
足
の
地
方

も
あ
り
ま
し
た
。
一
二
句
目
、
川
の
流
れ
と
人
の
身
は

と
い
う
た
と
え
。
川
の
水
を
見
習
う
必
要
も
．
．
．

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
首
、
封
筒
ま
た
は
八
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

　　　　一〇　　　■一コ　　，r－　o一　一一薗置草－
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二
、
内
容

　
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お

い
て
供
託
物
が
没
収
さ
れ
な
い
候
補
者

（
注
一
）
に
限
り
、
次
の
範
囲
内
で
こ

れ
を
無
料
と
し
ま
す
。

○
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
公
営

①
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
を

経
営
す
る
も
の
と
の
運
送
契
約
（
い
わ

ゆ
る
ハ
イ
ヤ
i
方
式
）
の
場
合

　
五
万
一
千
五
百
円
（
一
日
当
た
り
限

度
額
）
，
x
選
挙
運
動
期
問
日
数
（
注
二
）

②
①
以
外
の
契
約
の
場
合
（
い
わ
ゆ
る

レ
ン
タ
ル
方
式
で
、
車
、
燃
料
、
運
転

手
の
個
別
契
約
）

別
自
動
車
の
借
入
れ
契
約

　
一
万
三
千
三
百
九
十
円
（
一
日
当
た

り
限
度
額
）
×
選
挙
運
動
期
間
日
数

っ
自
動
車
の
燃
料
の
供
給
契
約

　
七
千
二
百
十
円
×
選
挙
運
動
期
間
日

数
※
購
入
総
額
が
右
記
算
出
以
内

引
自
動
車
運
転
手
の
雇
用
契
約

　
一
万
円
（
一
日
当
た
り
限
度
額
）
×

選
挙
運
動
期
間
日
数

○
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
公
営

一
枚
の
作
成
単
価
（
限
度
額
一
千
九
十

七
円
）
×
百
九
十
五
枚
（
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
数
を
限
度
）

○
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
郵
送
の
無

料
化

　
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り

選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
郵
送
が
無
料

と
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
作
成

に
要
す
る
経
費
（
印
刷
代
、
筆
耕
料
等
）

は
従
来
ど
お
り
候
補
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
。

※
郵
便
局
に
選
挙
長
（
市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
）
の
発
行
す
る
「
選
挙
運

動
用
通
常
葉
書
使
用
証
明
書
」
を
提
示

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
経
費
の
支
払
い
方
法

　
平
成
四
年
十
二
月
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
市
議
会
の

議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
つ
い
て
も
、
選
挙
運
動
用
の
自
動
車
の
使

用
と
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
費
負
担
が
新
た
に
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
去
る
九
月

の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
　
「
白
石
市
議
会
議
員
及
び
白
石
市
長

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

、
趣
旨

　
選
挙
は
本
来
、
自
由
な
発
想
の
も
と

に
の
び
の
び
と
行
な
わ
れ
る
の
が
望
ま

し
い
の
で
す
が
、
同
時
に
国
民
の
政
治

的
参
加
の
手
段
と
し
て
選
挙
は
、
常
に

自
由
、
公
正
、
そ
し
て
平
等
と
の
調
和

が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
．
．

　
選
挙
公
営
は
、
こ
の
趣
旨
に
基
づ
き

金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
と

と
も
に
候
補
者
間
の
機
会
均
等
を
は
か

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
候
補
者
は
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の

場
合
、
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
を
経
営
す
る
も
の
又
は
、
個
別
契
約

者
と
の
「
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

の
契
約
」
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
場

合
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
業
者
（
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
費
を
含
む
）
と
の
「
選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
作
成
契
約
」
を
締
結
し
、

そ
の
旨
を
市
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
選

挙
管
理
委
員
会
は
、
契
約
内
容
を
確
認

し
、
後
日
業
者
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
、

限
度
額
の
範
囲
内
で
業
者
に
直
接
支
払

い
ま
す
．
．

※
契
約
に
際
し
て
は
、
左
記
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
有
償
契
約
で
あ
る
こ
と
（
無
償
で
は

公
費
負
担
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

②
自
己
契
約
、
親
族
で
同
一
の
生
計
者
、

ポ
ス
タ
ー
作
成
業
者
以
外
の
者
等
と
の

契
約
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

③
契
約
権
の
あ
る
も
の
と
の
契
約
で
あ

る
こ
と
（
営
業
所
長
等
が
契
約
す
る
権

利
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

　
ま
た
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
金
額
は

公
費
負
担
を
寸
る
場
合
の
限
度
額
で
あ

り
、
契
約
金
額
が
こ
の
限
度
額
以
下
の

場
合
は
契
約
金
額
以
上
の
公
費
負
担
は

で
き
ま
せ
ん
。

（
注
一
）

　
選
挙
の
結
果
、
】
定
の
得
票
数
に
達

し
な
い
場
合
に
は
そ
の
供
託
金
は
没
収

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

業
者
は
、
市
に
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
注
二
）

　
市
議
会
・
市
長
選
挙
共
に
七
日
間
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
三
三
七
・
三
四
〇
）

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

へ
お

　
　
　
　
た
。
現
在
無
職
で
す
が
送
付

　
さ
れ
て
き
た
国
民
健
康
保
険
税
が
高
い

　
よ
う
で
す
が
？

　
A
国
民
健
康
保
険
税
を
計
算
す
る
基
礎

　
と
な
る
数
字
は
前
年
の
所
得
に
よ
り
ま

　
す
の
で
、
会
社
で
働
い
て
い
た
と
き
の

　
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
、
、
そ
の
た

　
め
退
職
し
た
翌
年
は
ど
う
し
て
も
国
民

　
健
康
保
険
税
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

　
ま
す
。

　
　
十
一
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
六
期

　
の
納
期
で
す
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
．
、

健康保険法の一部改正により

入院時食事代の負担盒が必要になりました。

入院時の食事についての標準負担額（平成6年10月～平成8年9月）

1日450円

1日300円

1日200円

　　　　　　　　　　　　　　　　　1日につき600円

ただし、次の1及び2の場合には、それぞれ以下の金額に軽減されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．市町村民税非課税の世帯に属する方等で、標準負担額の減額認定を受けている場合

　（過去1年間の入院日数が90日（平成6年10月1日以降のものに限る。）を超えている場合……

2．市町村民税非課税の世帯に属する方等で、老齢福祉年金を受給している場合…・…・

※標準負担額の減額判定（フローチャート）

国民健康保険・社会保険等加入者で、老

人医療受給者証を持っている方の場含

該
当
に
な
り
ま
せ
ん

老人医療受給者以外の方の場合

1よ』あなたとあなたの家族や被扶養者

の中で平成6年度住民税を課税さ
れている人がいる。

　　　　　いいえ↓

市役所の保健課に相談して下さい。

（老齢福祉年金受給者は証書を持参

あなたの加入している健康保険は？

問いあわせ先

民生部保健課

傭25－2111
内線603・604

までお電話下さい。

規准旨コ囲1倍國1謡

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
．

はL被保険者の中で、平成6年

度住民税を課税されている

人がいる

被保険者（世帯主を含む）

の中で、平成6年度住民税

を課税されている人がいる

・
え

㌧㌧いいえ

は」

あなたが加入している社会

保険等の発行者に相談して

下さいζ

市役所の保健課に相談して

下さい，

該
当
に
な
り
ま
せ
ん

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
宮
城
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
宮

城
県
最
低
賃
金
」
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
六
年
十
月

一
日
以
降
は
、
労
働
者
に
支
払
う
賃
金

を
一
日
「
四
千
四
百
八
円
」
、
賃
金
の

大
部
分
が
時
問
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
．
一
時
間
「
五
百

五
十
四
円
」
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
「
精

皆
勤
手
当
」
　
「
通
勤
手
当
」
　
「
家
族
手

当
」
の
三
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
精
神
ま
た
は
身
体
の
障

害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
方

と
か
、
ご
く
簡
単
な
業
務
に
従
事
す
る

等
、
最
低
賃
金
を
適
用
す
る
こ
と
が
必

ず
し
も
適
当
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
監
督
局
長
の
許
可
を
受
け
れ

ば
、
個
別
に
適
用
の
除
外
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
　
「
鉄
工
業
」
　
「
電
気
機
械
器

具
製
造
業
」
　
「
自
動
車
小
売
業
」
で
働

く
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
ら

れ
て
い
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
金
額
は
今
後
改

正
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、

・
宮
城
労
働
基
準
局
賃
金
課

　
智
0
2
2
1
2
9
9
－
8
8
4
1

0
大
河
原
労
働
基
準
監
督
局

　
智
0
2
2
4
1
5
3
1
2
1
5
4

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



、
予
防
接
種
の
受
け
方
が
麦
わ
り
ま
妙
な
。

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

六
年
十
月
一
日
か
ら
予
防
接
種
の
受
け

方
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

一
、
保
護
者
は
、
予
防
接
種
の
必
要
性

　
や
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
、
接
種
に
よ
る

　
副
反
応
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解

　
し
た
上
で
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
体
温
測
定
は
、
接
種
す
る
場
所
で

　
行
な
う
こ
と
。
　
（
体
温
計
は
接
種
会

　
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

三
、
こ
れ
ま
で
の
医
師
の
問
診
に
加
え

　
て
、
接
種
会
場
で
必
ず
医
師
の
診
察

　
（
視
診
及
び
聴
診
）
を
受
け
る
こ
と
。

四
、
乳
幼
児
に
接
種
を
受
け
さ
せ
る
場

　
合
は
、
予
診
（
問
診
、
視
診
及
び
聴

　
診
）
の
結
果
、
体
に
異
常
が
認
め
ら

　
れ
な
く
て
も
、
予
診
後
に
、
保
護
者

　
の
接
種
希
望
の
有
無
の
サ
イ
ン
が
必

　
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
必
ず
保
護

　
者
が
同
伴
す
る
こ
と
。

五
、
児
童
、
生
徒
に
接
種
を
受
け
さ
せ

　
る
場
合
は
、
学
校
を
通
じ
、
保
護
者

　
に
予
審
票
が
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
保
護
者
に
予
審
票
が
配
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
保
護
者
は
接
種
当
日
の
朝
、

予
審
票
の
内
容
に
沿
っ
て
接
種
を
受

け
さ
せ
よ
う
と
す
る
子
供
の
健
康
状

態
を
十
分
確
認
し
、
接
種
希
望
の
有

無
を
決
め
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
予
診
票
に
必
ず
保
護
者
が
記
名
、

押
印
し
て
学
校
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
（
保
護
者
の
記
名
、
押
印
が
な
い
場

合
は
、
希
望
し
て
も
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
記
名
、
押
印
を
忘
れ
な
い

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　民生部保健課

　
⑭
六
〇
三

ー
整
形
外
科
・
外
科
の
「
院
外
処
方
せ
ん
」
を
発
行
い
た
し
ま
す

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
で
は
今
年
の
六

月
か
ら
医
薬
分
業
の
制
度
を
取
り
入
れ
、

い
ま
ま
で
に
皮
膚
科
、
小
児
科
、
眼
科

の
各
外
来
診
療
科
に
お
い
て
「
院
外
処

方
せ
ん
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
た
に
十
月
二
十
四
日
か
ら
整
形
外
科

と
外
科
の
外
来
診
療
科
に
お
い
て
も
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
院
外
処
方
せ
ん
」
の
発
行
を
受
け

た
場
合
、
受
付
、
診
療
、
会
計
は
従
来

ど
お
り
で
す
が
、
診
療
が
終
っ
た
後
に

窓
口
で
「
院
外
処
方
せ
ん
」
を
受
け
取

り
、
患
者
さ
ん
の
都
合
の
良
い
保
険
薬

局
等
に
そ
の
「
院
外
処
方
せ
ん
」
を
持
参

ー
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

し
て
薬
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
薬
分
業
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

薬
に
つ
い
て
の
相
談
や
服
用
し
て
い
る

薬
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
予
防
接
種
の
受
付
が
週
1
回
と
な
り

毎
週
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

◎
受
付
時
間
は
、
午
後
一
時
か
ら
午
後

一
時
十
五
分
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、

時
間
厳
守
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

◎
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
白
石
市
・
蔵
王
町
・
七
ヶ
宿
町

在
住
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
．
、

◎
今
後
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

医
師
の
問
診
後
に
保
護
者
の
署
名
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎
ご
来
院
の
際
は
次
の
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　
・
母
子
手
帳

　
・
印
鑑

　
・
問
診
票

　
・
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
市
町
の
委
託
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
　
（
麻
し
ん
以
外
の
接
種
希
望

の
方
は
、
当
院
の
小
児
科
カ
ル
テ
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
）

圓今
月
は
国
民
年
金

　
　
制
度
推
進
月
間
で
す

　
十
一
月
は
、
国
民
年
金
制
度
推
進
月

問
で
す
。
ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
生

活
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
心
も

体
も
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
安
定
し
た
収
入
も
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
全
て
の
方
に
共
通
の

基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
と
し
て
、

老
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
老
後
の
生
活
を
守

る
「
た
い
せ
つ
な
年
金
」
を
確
実
に
手
に

す
る
た
め
に
は
、
手
続
き
は
キ
チ
ン
と

行
い
、
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
年
金
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
金
受
給
者
の

　
　
皆
さ
ん
、
現
況
届
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に

　
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

年
一
度
、
誕
生
月
の
は
じ
め
に
現
況
届

の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
、

　
用
紙
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
「
市
長
」

の
証
明
を
も
ら
い
、
誕
生
月
の
う
ち
に

送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
出
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年

金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
日
は

　
　
　
　
　
「
年
金
週
間
」
で
す

　
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し
て

考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
毎
年

十
一
月
六
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
は
「
年

金
週
間
」
と
定
め
て
、
広
く
県
民
に
こ

の
週
間
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
、
、

　
こ
の
週
間
の
中
で
公
的
年
金
制
度
の

意
義
、
役
割
等
の
周
知
・
啓
発
活
動
を

進
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
に
お
い
て
は
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
使
用
し
た
懸
垂
幕
等
の

設
置
を
市
町
村
と
協
力
し
て
掲
げ
、
県

民
か
ら
国
民
年
金
制
度
の
理
解
と
信
頼

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。

※
第
十
六
回
白
石
市
農
業
祭
に
「
国
民

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

○
内
　
容

　
国
民
年
金
の
相
談
と
簡
単
な
ク
イ
ズ

が
行
な
わ
れ
、
参
加
者
に
は
景
品
が
用

意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
平
成
六
年
十
一
月
ヒ
ニ
日

お
十
時
～
十
四
時

○
会
　
場
　
白
石
市
民
会
館
玄
関
前

「
た
い
せ
つ
な
年
金
」

に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

『
安
心
の

暮
ら
し
の
中
心

　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る

時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
予
防
し
死
傷
事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
に
平
成
六
年
度
秋
季
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
実
施
期
間

　
　
十
一
月
九
日
～
十
五
日
ま
で

O
重
点
目
標

　
①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　
②
物
品
販
売
店
舗
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

　
等
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る

　
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
対
策

　
の
徹
底

　
③
社
会
福
祉
施
設
、
病
院
等
自
力
逃

　
難
が
困
難
な
方
が
多
数
入
所
し
て
い

　
る
施
設
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の

　
徹
底

　
④
工
場
、
倉
庫
お
よ
び
寄
宿
舎
等
に

　
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　
⑤
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の

　
充
実

O
関
連
事
業

　
¢
一
日
消
防
署
長
・
次
長
の
委
嘱

　
②
一
般
家
庭
及
び
独
居
老
人
家
庭
等

　
の
防
火
診
断

　③消防

相
談
所
の
開
設

④
そ
の
他
、
各
種
検
査
、
消
防
訓
練

指
導
等

⑤
「
二
九
番
の
日
」
記
念
行
事
の

実
施・

日
時
十
一
月
六
日
（
日
）

・
場
所
消
防
本
部

・
内
　
容
　
司
令
室
の
公
開
、
各
種

　
　
　
　
車
両
、
機
材
の
展
示
等

③レバーを強く握る

ド
覧
醍

畷

方

②ホースを火元にむける

◎119番のかけかた

　　　　火災を発見したときは、すぐに119番してください， 通報が遅れ

　　　ると消防車の到着が遅れ、損害を大きくします．

　　　　119番するときは、落ちついて次の内容を告げてドさい，

　　　　①　火事か救急か

　　　　②　何が燃えているのか（救急車：急病・ケガ・交通事故など）

　　　　〔鋤　　土易戸叶はどこカ・

　　　　雀・近くの目標物は

　　　　5．1自分の名前と電話番号

し、使の器火◎1肖

レ

①安全栓を抜く

＝

火災等の問い合せ及び消防
ニュース等にこ利用下さい。

　　電話番号は岱（0224）

　
最
近
の
犯
罪
は
、
殺
入
事
件
や
強
盗

事
件
が
多
発
す
る
と
共
に
、
都
道
府
県

の
県
境
を
越
え
た
犯
罪
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
素
早

く
確
実
に
検
挙
す
る
た
め
、
捜
査
力
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
最
新
鋭
の
技

術
を
導
入
し
た
科
学
捜
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
犯
人
を
検
挙
し
、
事
件
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
警
察
の

活
動
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
次
の
点

を
中
心
に
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
「
事
件
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ

ず
一
一
〇
番
を
ノ

　
怪
し
い
人
を
見
か
け
た
り
、
事
件
か

な
と
思
っ
た
場
合
に
は
、
深
夜
、
早
朝

を
問
わ
ず
一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。

○
聞
き
込
み
捜
査
に
こ
協
力
を
ノ

　
聞
き
込
み
捜
査
と
は
、
事
件
が
発
生

し
た
と
き
、
犯
人
や
犯
罪
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
聞
き
歩
く
こ
と
で

す
。　

あ
な
た
の
一
言
が
事
件
を
解
決
す
る

重
要
な
カ
ギ
に
な
り
ま
す
の
で
、
捜
査

員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
ど
ん
な
さ
さ

い
な
情
報
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

警
察
で
は
情
報
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
は
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。

○
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は

積
極
的
に
通
報
を
ノ

　
犯
罪
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生
し

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
入
や
車
を
目
撃
し
た
と
か
、

犯
人
を
知
っ
て
い
る
と
い
っ
た
場
合
に

は
た
め
ら
わ
ず
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
．
、

O
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
こ
協
力
を
ノ

　
今
年
六
月
現
在
、
全
国
か
ら
指
名
手

配
さ
れ
て
い
る
犯
人
は
、
三
千
四
十
五

人
、
宮
城
県
で
は
二
十
八
人
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
人
は
、
殺
八
、
強
盗
等

の
凶
悪
犯
や
窃
盗
犯
、
詐
欺
、
横
領
等

の
知
能
犯
な
ど
の
犯
罪
を
行
な
い
、
再

び
犯
罪
を
繰
り
返
す
恐
れ
の
あ
る
犯
人

で
、
早
期
に
逮
捕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
そ
の
た
め
警
察
で
は
、
全
国
警
察
の

総
力
を
上
げ
て
追
跡
調
査
を
行
な
い
指

名
手
配
犯
人
の
検
挙
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
指
名
手
配
犯
人
を
早
期
に
検
挙
す
る

た
め
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
の
で
、
指
名
手

配
犯
人
に
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た
な

ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
警
察
へ

通
報
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
．
．
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（今月のメニュー）

いかのけんちん蒸し

雨，ノ

白石市食生活改善推進員

日下恒子さん
　　　（八　宮）

［
材
料
4
人
分
］

い
か
胴
2
は
い
分
、
人
参
、
ご
ぼ
う
各

40

9
、
干
し
い
た
け
4
枚
、
さ
や
い
ん

げ
ん
2
0
9
、
め
ひ
じ
き
2
0
9
、
豆
腐
2
3

丁
、
卵
2
個
、
油
大
さ
じ
2
、
A
（
醤

油
、
み
り
ん
各
大
さ
じ
3
）
、
B
（
塩

小
さ
じ
L
3
、
醤
油
小
さ
じ
2
、
砂
糖
大

さ
じ
ー
）

［
作
り
方
］

①
い
か
の
皮
を
む
き
、
A
を
か
ら
め
て

30

分
お
く
。

②
ひ
じ
き
は
も
ど
し
て
水
切
り
し
て
お

く
00

人
参
、
ご
ぼ
う
は
4
㎝
長
さ
の
細
切

り
に
す
る
。
（
ご
ぼ
う
は
水
に
さ
ら
す
。
）

し
い
た
け
は
戻
し
て
、
さ
や
い
ん
げ
ん

は
細
切
り
に
す
る
。

④
豆
腐
は
さ
っ
と
ゆ
で
、
布
巾
に
包
ん

で
水
気
を
絞
り
、
す
り
鉢
で
す
っ
て
お

く
o⑤

油
を
熱
し
て
、
②
と
③
を
加
え
て
B

の
調
味
料
を
入
れ
て
妙
め
、
少
し
冷
ま

し
て
お
く
。

⑥
豆
腐
と
卵
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
。

⑦
い
か
に
⑥
を
％
位
ま
で
詰
め
て
口
元

を
楊
枝
で
縫
っ
て
と
じ
、
皿
に
の
せ
て

蒸
し
器
に
入
れ
て
約
2
0
分
蒸
す
。

⑧
い
か
を
輪
切
り
に
し
器
に
盛
り
つ
け

る
。

ストレス解消のための

　　　　食事のポイント

　ストレスに強くなるためには、

ヨ頃から栄養状態を良くしておく

ことがまず大切。

々特に罠質のたんぱく質を毎日欠

う・さないこと。ストレス時には、

セんぱく質が体内で多く使われま

ず。卵、魚、肉、大豆製品を。

々十分なビタミンCの補給を。新
鮮な野菜や果物に含まれるビタミ

ソCはストレスの予防、回復に効

の安定をはかるカルシウム

やヨーグルトなど間食にお

　特に空腹時のストレスは

二指腸潰瘍の誘因に。忙し

腹時間の長い人、せめて牛
を！

抜群です，

」

図團回回
　　　　●

，
、
甲
臼
’

’

、
　
　
　
％

）
（
）

悪徳商法は、突然
あなたに呼びかける5

体
験
談
商
法

　
　
　
　
　
　
十
な
C
大
精
大
牛
す

日
こ
★
か
た
す
★
鮮
ン
果
★
も

。
神
切
乳
め
十
空
本
果

　
　
　
　
　
、
て
一
効

　
　
　
　
す
胃
く
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
新
聞
の
チ
ラ
シ
に
「
ぜ
ん
そ
く
が
治

っ
た
O
男
2
9
歳
」
「
高
血
圧
、
更
年
期

障
害
が
治
っ
た
x
子
5
6
歳
」
「
糖
尿
病

が
治
っ
た
△
子
32
歳
」
と
体
験
談
が
載

っ
て
お
り
「
私
に
も
効
き
そ
う
、
相
談

す
る
だ
け
だ
か
ら
。
」
と
チ
ラ
シ
の
相

談
室
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
し
て
、

「
私
、
更
年
期
障
害
で
困
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
…
。
」
「
ご
相
談
に
の
り
ま
す
。

明
日
お
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
。
」

　
翌
日
、
指
導
員
と
い
う
販
売
員
が
来

て
「
毎
日
こ
れ
だ
け
の
量
を
飲
ん
で
く

だ
さ
い
。
六
ヶ
月
飲
み
続
け
れ
ば
効
果

が
で
て
き
ま
す
。
血
の
毒
を
抜
く
の
で

す
。
一
年
分
で
七
十
万
円
で
す
。
」
と

言
わ
れ
契
約
。
し
か
し
、
三
日
間
飲
ん

で
み
た
け
れ
ど
、
吐
き
気
、
食
欲
が
な

く
な
る
、
顔
が
赤
く
腫
れ
た
、
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
．
こ
れ
を

体
験
談
商
法
と
い
い
ま
す
。
体
験
談
は
、

個
人
個
人
の
経
験
を
書
い
て
い
る
だ
け

で
す
．
全
て
の
人
に
効
果
が
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
健
康
食
品
は
、
薬
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
を
受
け
る
チ
ャ
ン

ス
を
失
っ
て
、
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

だ
か
ら
と
気
軽
に
電
話
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。消

費
生
活
相
談
室

平成6年10月1日調査月日

消費生活モニター調査結果表

安　値

　　　68

　　398

1．500

6，000

　　　160

　　　550

　　　756

　　　810

　　　116

　　　　77

　4，910

値古
同

　148

　598
2，100

7，000

　　1go

　　650

　　810

　　900

　　120

　　　83

5．511

対前年朋比

　　一　47

　　－　176

　　＋　l　l4

　　－　263

　　－　16

　　＋　30

　　－　81

　　一　　μ

ワ
］

　
A
イ

7十

平均価格

　　　96

　　　552

　1，780

　6，420

　　　184

　　　570

　　　792

　　　846

　　　119

　　　　81

　5、096

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
　繊用11Hりー紙箱べ
　1小賃』I　l5』9

小学生調髪

コー1レドショート

長ネ由ワイシャッ

外食並L皿
18を店頭価額

18セ配達料込価額

12現金
1乏現金

10エ㎡

品　　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理髪料
パーマネント料

グ、
／二一リク

カレーライス

1由
灯

レギュラーガソリン

軽　　　油
プロパンガス

安　値

　　　100

　　　183

　　　60

　　　188

　　　178

　　　248

　　　178

　　　178

　　　298

　　　　60

　　　148

値古
同

150

228

82

258

300

380

21）0

218

415

148

255

対前年同月比

　　一　13

　　＋　　5

　　－　　6

弓
ず

一　18

－　33

－　5
層
－

6
09自一

5ウ
一「

平均価格

　　　129

　　　200

　　　　71

　　　231

　　　265

　　　318

　　　194

　　　190

　　　349

　　　　94

　　　199

　規　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉lkg
袋入1）mOg

上白糖1kg
上級濃口12ポリ容器入リ

ポリ容器入り700g

カルトン入リソフト222琶

紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259

4〔）0枚1200組1紙箱入1）

幅30cm、長さ20cm

品　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　 糖

しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　 乳

バ　　 ター

テ｛ノシュ／←パー

ラ　ノ　プ

ば

（抄）

　　　　　1薗’曾・奮〉δy言〉

　　　　　　　　　　　白石市図書館智26　3004

★今月の書棚（子ども読書室）　一一一新着図書案内

18．万葉集研究入門ハンドブック

　　　　　　　　　　　　　　　　森　淳司編
19．ドキュメント・海の国境線　　鎌田　慧著

20．じり貧の思想　　　　　　　村松　友視著

2L時のほとりで　　　　　　　沢地　久枝著

22・森の朝が好き　　　　　　　俵　萌子著

23．母の影　　　　　　　　　　北　杜夫i著
24．香港狂騒曲　　　　　　　　上村　幸治著

25，機関車先生　　　　　　　伊集院　静著
26．女の贅沢　　　　　　　　　津村　節子著

27．人間ほど面白い動物はない・五万八に会っ

　て学んだ人間分析術　　　　　藤本　義一著

28．姫の戦国・上・下　　　　　永井　路子著

29，大草原のローラ・90年間の輝く日々

　ウイリアム・アンダーソン作・谷口由美子訳
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ボ
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3
　　　　パスカル・キニャール著・高橋　啓訳

　　　子どもの本
31　くまのプーさんと大あらし

　　　　テディ・スレイター文・中川　千尋訳

32，ぶんぶくちゃがま　　　　西本　鶏介文

　　　　　　　　　　　　　　飯野　和好絵
33　花ものがたり・秋　　　　立原えりか著

　　　　　　　　　　　　　　もとなおこ絵
34，ホーキング・宇宙論のスーパー・ヒーロー

　　　キティ・ファーガスン著・栗原　一郎訳

35・唱歌のふるさと旅愁　　　　鮎川　哲也著

1．イスラム世界のこれが常識・政治・宗教・
　民族〔55の鍵〕　　　　　　　岡倉　徹志著

2．四国八十八ヶ所巡り　　　　　　昭文社
3　数学の悦楽と罠・ア，レキメデスから計算機

　数学まで　　　　　　　ポール・ホフマン著

4、アメリカよ、銃を捨てられるか・自由と正
　義の国の悲劇と狂気　　　　　　矢部　武著

5．雑学366日、今日は何の日事典

　　　　　　　　　　　　　　井上　忠夫著

6．ぼくらの現状を撃つ・いじめ・家庭・自我
　形成・友情高校生の作文集　さのなりたか編

7，北方四島返還のすすめ・在住ロシア・ジャ

　ーナリストの提言　オレグ・ボンダレンコ著

8．人はなぜボケるのか　　　　早瀬　圭一著

9　癌より怖いアルコール　　　　西脇　巽著

10．親子ですこやか歯生活　　　三上直一郎文

　　　　　　　　　　　　　　森野さカ・な糸会

11子どもが主役のパーティーの本

　　　　　　　　　　　　　　石原　洋子著
12，糸のパソチワーク　　　　　高橋紀世子著

13．書道の知識百科・初心者にもよくわかる実

　技から鑑賞まで　　　　　　　主婦と生活社

14　古陶見どころ勘どころ・日本・高麗・李朝

　　　　　　　　　　　　　　岡田　宗叡著
15，十二支・易・五行と日本の民俗

　　　　　　　　　　　　　　吉野　裕子著
16　雑木盆栽・樹形づくりから寄せ植え盆景ま

　で　　　　　　　　　　　　高柳　良夫著
17．魔法の仕掛人ウォルト・デでズニー

　　　　　　　　　　　　　グリーン夫妻著

学習研究社

難醗

〈全6巻〉
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内案用り禾館書図

○休館日

　ll月3日（椥、7日（月）、14月（月）、

　21日（月）、23日（祝）、28日（月）・30日〔水〕

　月末休館日

土
寸
土
寸

17

16
～
　
～

時
時9
0

○開館時間

　　火～土曜日

　　日曜日

●特長

○スポーッを構成する「ルールと技

　術」を競技ごとにわかりやすく図
　解した画期的なシリーズです。

O技術・戦術欄では基本的な動作か
　ら高度なテクニックまで、また、

　ルール欄ではスポーッをやる上で
　の重要な規則やペナルティ等がイ

　ラストで詳しく説明されています、

◎手づくり絵本展示会

　本年8月に開催された手づくり絵
本講習会の作品、また、白石絵本を
楽しむ会会員の方々の絵本・絵本カ

ルタ・趣味のカルタ・しかけ絵本等
を展示するものです。

●日時ll月11日〔金）～13日（月）

　　　9日寺～17日寺　（f旦し日日崔日は10

　　～！6時）
●場所白石市図書館二階文化室

目
I
I

＝＝＝’圏

左へ

鍾
）

、

、
’

《
デ

綱士

親務相議

■日時／11月15日㈹

　　　　　AM10：00～PM30：00

塵会場／白石市役所4階

　　　　　大会議室

■主催／東北税理士会

　　　　　大河原支部

顧
ロ
モ

　
　
一
メ

㎜
健

　　メ　　　　 　　ル　　　　し

公立刈田綜合病院小児科

　鈴木喜久男先生

か
ぜ
に
つ
い
て

　
か
ぜ
に
特
効
薬
が
な
い
の
は
、
今
も

昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
．
、
で
す
か
ら
、
病

院
で
み
て
も
ら
っ
て
も
早
く
治
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
更
に
「
た
だ
の
か

ぜ
だ
か
ら
も
う
心
配
な
い
。
」
と
断
定

で
き
る
検
査
法
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
小
児
科
医
の
役
割
は
何

で
し
ょ
う
。
か
ぜ
と
似
た
別
の
病
気
（
ぜ

ん
そ
く
、
百
日
咳
な
ど
）
で
は
な
い
か

？
肺
炎
や
脳
炎
と
い
つ
た
余
病
が
お
き

て
は
い
な
い
か
？
抗
生
物
質
が
必
要
な

病
気
（
溶
連
菌
感
染
症
な
ど
〉
で
は
な

　
病
院
に
か
か
る
コ
ツ
は
、

ら
い
な
ら
二
～
三
日
目
に
ま
ず
一
回
、

更
に
熱
が
長
び
い
た
り
す
る
時
は
五
～

六
日
目
に
も
う
一
回
見
て
も
ら
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
①
は
き
け
が

強
い
．
．
②
ぜ
ー
ぜ
ー
し
て
息
苦
し
そ
う

だ
．
、
③
青
白
い
顔
を
し
て
ぼ
ん
や
り
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
で
き

る
だ
け
早
く
受
診
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
診

察
を
し
ま
す
。
こ
の
時
に
「
ど

ん
な
症
状
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
ど
う
変
化
し
た
か
」
が
大

き
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
ち
つ
い
て
整
理
し
て
教
え
て

く
だ
さ
い
．
、
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ユ些葬逗罰し5恥し少
11月の休館日

9日㈱
24日依）

各教室のこ案内＿11月7日から受付開始＿

曜日

教
室
名

時
　
間

日 月

水泳教室
（基礎コース）

10：30～11：30

11／21～H7，2／6

トレーニング教室

13：30～15130

18：00～19：30

11／21～H7．2／6

火

水泳教室
（中級コース）

10130～11：30

11／22～H7，1／31

水 木

アクアビクス教室

（基礎コース）

10130～lll30

11／24～H7，1／26

金

水泳教室
（基礎コース）

10：30－lll30

11／25～H72／17

土

エアロビクス教室

（基礎コース）

14100～15100

（中級コース）

15：30～16：30

10／8～12／10

◎水泳教室
O募集人員　20名

o送　　迎
次の場所から送迎いたします。

　月曜コース：越河・斎川・大平・

　　　　　大鷹沢の各公民館
　火曜コース：白石駅・市役所・

　　　　　ふれあいの館
金曜コース：白川・福岡・深谷・

　　　　　小原の各公民館

◎アクアビクス教室
O募集人員　30名

○送　　迎

白石駅・市役所・ふれあいの館か

ら送迎いたします。

◎トレーニング教室
○募集人員　20名

◎受講料

各教室とも2，000円（施設利用料金

は含みません。）かかります。

◎申し込み方法

　直接スパッシュランドしろいしに

お申し込みください。君29－2326

市民会員、各種会員加入並びに
　　　　　　　　　　　　更新手続について

〈個人会員〉

○会員料金　年間51，500〔次年度以

　　　　降41、200円）

o特典一年間何度利用してもフ

　　　　リーパスです，．，

〈市民会員〉

　白石市民の家族単位に発行する会

員証で会員料金は年間5，150円です・

○特典割引料金で利用できます、

　　　　（一般利用料金の約2／3

　　　　の割引になります，）

〈特別法人会員〉

○会員料金

　市内：初会登録料　10，000円

　　　一口　　51，50Q円

　　　90枚のチケットを交付

　市外：初会登録料　20，000円

　　　一口　103，000円

　　　180枚のチケットを交付

○特典市内、市外とも1，540円

　　　利用料金がお一人1回510

　　　円で利用できます。

※会員証の更新手続きについては、

有効期問の切れる1ヶ月前に各会員

に通知します，ぜひ更新手続きをさ

れて、ひきつづきスパッシュランド

しろいしをご利用いただきますよう

お願いいたします，

平成7年度

○募集人員

第一幼稚園　88名

第二幼稚園　66名

※入園希望者が募集人員を越えた場

合は抽選となる場合があります。

○募集対象児

　・満5歳児〔平成元年4月2日か

　ら平成2年4月1日までに出生

　した者）

　・満4歳児（平成2年4月2日か

　ら平成3年4月1日までに出生

　した者）

　・満3歳児（平成3年4月2日か

　ら平成4年4月1日までに出生
　した者。（定員は20名）

○入園資格　白石市在住者であるこ

　　　　と。

O保育料　月　5，000円

○募集期間　ll月4日～11月1Q日

○入園願書の交付

　ll月1日（湘以降、各幼稚園で配布

○入園願書の受付　ll月4日（金）

　午前9時より、各幼稚園で受付。

隆
　　墾当騨瀕耀一マ1貯．

1卍．彊、．，竃饗，鉱』

○入園願書受付

　。受付場所　希望する幼稚園の事

　　　　　務室
　・受付時間　9時～！6時（月～金）

　　　　　9日寺～1！日寺〔土1

0その他

　・入園許可後入園資格に違反して

　いたことが明らかになった場合

　は、入園取り消しにな翫）ます。

　・小学校の学区とは関係ありませ

　ん。
　。幼稚園の振興をはかるため、市

　民税の課税状況によ1）保育料を

　減免する制度があります、

　　詳しくは、市教育委員会学務

　　係盈25－2111〔内線）408へ。

　　第一幼稚園　盈26－2347

　　第二幼稚園　智25－6326

11月6日

　第22回ホーム祭

Shining　eye　’94

　　　　in　ALTA白石

O日時11月6日（日）9：30～
14：00

0会場白石市勤労青少年ホーム

O内容
　・発表の部　10：00～12＝30

　　日本舞踊、民謡、英会話

　・展示の部　10100～14100

　華道（池坊、小原流）、書道

　・お茶席！0100～13：00

　　お抹茶券（和菓子付）200円

　・食　堂ll：OO～14100

　　白石城う一めんセット400円

　・バザー　12：30～13100　予定

バドミントンサークル

　　　　　　会員募集ノ！

○日　時　毎月第2、4木曜日

　　　　（11月10日、24日）

　　　　19100～2LOOまで

○場　所　勤労者体育センター

勤労青少年ホーム

　　　　　　こ案内〃

0住　所　白石市字延命寺北21－1

0電話番号宜25－3720

0開館時間　！3100～21100

0休館日　　日日翠日、　ネ兄日、

　　　　12月28日～1月4日

婦人の家から25－5095

白石市制施行40周年記念事業
　　　　　　白石市働く婦人の家開館20周年

（第2回白石市生涯学習フェスティパル参加事業）

O月　日　11月19日（土〉、20日（日）

O場　所　白石市働く婦人の家

0内　容

　・記念式典、記念講演　19日

　（13：15～15130）

　演題「福祉の心をシャンソン

　　　　にのせて」

　講師西沢優李子さん
　・展示の部　19日（13：00～15：30）

　　　　　20日（9：30～15：00）

手編み、洋裁、パッチワーク、華

道、木目込人形、書道、水彩画、

油絵、型絵染、写真、ペン習字、

皮工芸、園芸、陶芸、和裁、ふる

　さとの山を観る講座、P　O　P

　・発表の部　20日（10100～14130）

　〔特別講座受講生募集〃〕

太極拳、社交ダンス、体操、民謡

おどり、コーラス、大正琴、国際

交流、歌謡、琴、着付け

　お茶席の部20日（9：30～
　14100〉

　お抹茶券（300円）前売します

・食堂の部　20日（！0：30～14100）

　はらこめし（お汁付）550円

　（前売します）

　おむすび（お汁付）300円

　（前売します）

　バザーの部20日（9130～
　ll：30）

　手作り品、不用品、ジュース等

　の即売

Oクリスマスのアレンジメント講座

　～花や松ぼっくりを使って

　　　　　　　　　クリスマス用のアレンジメント～

O日　時　12月8日（木）　　　　　　O定　員　20名（定員になり次第締

　　　　10：00～12：00　　　　　　切り）

O場　所　白石市働く婦人の家　　　　O材料代　1，500～2，500円

O講　師　鈴木和江先生　　　　　　　　※見本は働く婦人の家にあります・

Oクリスマスケーキ講座
O日　時　12月9日（金〉　　　　　　O定　員　昼の部、夜の部　各20名

　昼の部　10100～12100　　　　　　　　　　　　（定員になり次第締切1））

　夜の部　18：30～20：30　　　　　　　0持参するもの

○場　所　白石市働く婦人の家　　　　　エプロン、三角布、材料代（実費）

O講　師　引地瑠美子先生

　　　　半沢　誠子先生

特別講座の申し込みは11月8日からです。

　11月の休館日

3・7・13・21・23

27日



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　⑱

4

ホームヘルパーさんの愛称と
シンボルマーク、キャラクターデザインを募集します

北保育園の写真を
　　　　探しています

○応募資格

　性別・年齢などに制限はありませ

んが、宮城県内にお住まいの方、ま

たは勤務先や学校などがある方とし

ます。

○募集作品

　宮城県の新しいホームヘルパーの

姿や、これからの在宅福祉のイメー

ジを明るく表した、オリジナルの未

発表作品に限ります。

1．愛称部門

・はがき！枚に愛称1点とし、何点

　でも応募できます。

・氏名、住所、電話番号、職業（ま

　たは学校名・学年）、年齢、性別

　を忘れずに記入してください。

2．デザイン部門

・A4版（21x30cm程度）の白紙1

　枚にキャラクターデザイン（シン

　ボルマーク）1点とし、何点でも

　応募できます。

・作品は黒色1色で表現し、色を指

定される場合は見本となる色を余

　白に貼付してください。

・愛称を含む作品も応募できます。

。すべての作品の裏に、趣旨説明の

　ほか氏名、住所、電話番号、職業

　（または学校名・学年）、年齢、

性別などを記入した応募票を必ず

　貼ってください。

※愛称部門、デザイン部門とも、応

募作品の返却はいたしません。

O応募期限　12月20日（火）まで。

　（当日消印有効）

○入賞
最優秀　各部門1名　賞金10万円

優　秀　各部門2名　賞金3万円

　佳　作　各部門4名　賞金1万円

○問い合わせ先

宮城県ホームヘルパー連絡協議会

宮城県社会福祉協議会団体福祉部

〒980仙台市青葉区本町三丁目7－4

智022－225－8476

家庭介護者教室の参加者を募集します

のみ700円、食事代300円）

O定員25名（定員次第締切り）

○内容
。医学、介護知識及び基礎実技

・老人の心理的特性及び基礎的待遇

・家政、栄養調理

。日常生活用具の利用方法及び日常

　訓練

o交通市役所前から会場まで送

　　　　迎します。

○お問い合わせ・申し込み先

　市民生部福祉事務所　費25－2111

　（内線）155または、デイサービス

　センター盈24－5500へ。

ぜ

　家庭介護者に多くの知識や技術を

学んでいただき、日常介護面での問

題を少しでも解消できるように開催

するものです。

○日　時

盛

1回目

2回目

3回目

4回目

○場

○費

平成6年12月2日〔金）

平成7年1月8日（日）

平成7年2月5日旧）

平成7年3月5日旧）

午前10時～午後3時（ただし1

回目は午前9時30分から）

　所デイサービスセンター吹

　　上荘
　用1，000円（テキスト代初回

　来年度、北保育園新築工事に先立

ち、保育園とのかかわセ）があった方

に、地域の方々と思い出を語りなが

らのイベントを、平成7年3月に開

催する予定です。

　このイベントの時にスライドや写

真展示を行ないます。開園時代の思

い出写真や近隣の風景写真などを探

しています。あなたのアルバムから

北保育園の歴史の記録をぜひお寄せ

ください。

　住所、氏名、電話番号、何年当時

の写真か明記のうえ、持参いただく

か下記住所まで郵送ください。

O送付先白石市福岡長袋字山の下34

　　　自石市北保育園費26－3318

第3回「宮城いきいぎ

　　フェスティパル」

　　　　　　　　　　　　　　　（ただし急患は受付します）

刈田病院の土曜休診日は11月12日・26日です。

O日　時　U月30日（胸午前10時

○場所イズミティ21

0内容
①「長寿社会を考える」意見、ポ

　スター、　「いきいき長寿」写真

　コンクール、シニア美術展最優

　秀賞表彰
　②世代の主張

　③講演　平岩弓枝さん

　④ふれあい音楽祭（三橋美智也〉

o申し込み方法　はがきに住所・氏

名・年齢・電話番号を記入し、宮城

いきいき賄団（〒980仙台市青葉区

通町1－6－9）へ。抽選により整

理券の発送をもって発表に代えます。

就学援助（準要保護）制度について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会から

　在学中、または来春入学される児

童・生徒（小・中学生）の保護者の

方で、通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を就学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

　申請が認定されますと、学用品費、

修学旅行費、校外活動費、学校給食

費等が給与されます。

　受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・生徒の在学して

いる学校に、平成7年4月小学校就

学予定児童については、就学予定小

学校にご相談ください。

　申請される場合は、学校から連絡

がありますので、指定された期日ま

でに、申請書を学校に提出してくだ

さい。なお、この申請は平成7年度

です。

巡回相談・子育てセミナー参加者募集

　育児のさまざまな問題について、

専門の先生と直接話し合いができる

機会です。当日は、託児室を設けて

おりますので、お子様連れの方もど

うぞお気軽にご参加ください。

○日時
○場所
○対象

○定員

o講師

11月17日休）9：10～

白石市中央公民館

0歳児～就学前の子供を

もつ親等

50名

東北福祉大助教授　西野美佐子氏

仙台白百合短期大助教授

　　　　　　　　松浦　光和氏
○申し込み　ll月10日までに、市幼

稚園、市児童館、市保育園、市保

健課、市生涯学習課へ。

○お問い合わせ先

教育委員会生涯学習課費25－2111

　（内線）409・410

市保健課a25－2111

　（内線）606・607

白石高等技術専門校一日技能講座受講生募集

　労働省では11月を「職業能力開発

促進月間」と定め、技能の尊重をP

Rしています。宮城県でも、この期

間に地域の皆様に技能の体験をして

いただくため、白石高等技術専門校

では一日技能講座を行います。ぜひ

ご参加ください。

○日　時　ll月11日囲午前9時

○場所宮城県立白石高等技術専

　　　　門校

o内容
■ワープロコース

　初めてワープロに挑戦される方、

もう少し上手になりたい方のために、

「年賀状」作成を通して、ワープロ

基礎操作をお教えします。

■木工作業コース

　木を使って製品を作るための工具

の選び方、手入れ、使い方の基本と

実際に「木工用品」の作り方をお教

えします。

○定員各講座とも10名
○申し込み方法

　智（25－2444）または宮城県立白

石高等技術専門校においでいただき、

直接お申し込みください。　（定員に

なり次第締め切ります。）

「国宝法隆寺展」の開催について

　わが国屈指の文化遺産「法隆寺」

は、仏教美術品の宝庫です。長い歴

史のなかで守り継がれてきた法隆寺

の優れた秘宝をご紹介します。

○会期　10月26日～ll月27日

O時　間　午前9時～午後4時45分

○観覧料　一般・大学生　1，000円

　　　　高校生　　　　　700円

　　　　小・中学生　　　500円

○会　場　仙台市博物館

白石市観光写真コンクール

　　　作品募集について！！

目的　白石市内の史跡、名勝、自然

　景観、祭り、民芸品、観光施設

　等をテーマとした写真を、広く

　一般から募集する。

規格　第1部カラーの部　四ツ切り

　　第2部白黒の部　　四ツ切り

　　（継ぎ写真やスライドは不可）

応募資格　特に制限はありません。

応募期間　平成6年10月3日～平成

　7年1月31日（当日消印有効）

宛先 〒989－02　白石市大手町1－1

白石市観光協会事務局（白石

市商工観光課内）

豊0224－25－2111

（内線）241～243

応募上の注意

　○応募点数は各2点まで。

　○応募作品は平成6年！月1日以

　降撮影したものに限る。

　○応募作品は未発表のものに限る。

　○入賞作品の版権は主催者側に属

　　します。入賞された方にはネガ

　　を提出していただきます。

　○応募作品は返却いたしません。
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平成6年冬期海外派遣事業

「オーストラリア野外活動体験」

○期間
平成6年12月25日旧）～

平成7年！月5日（木112日問

○場所オーストラリア（エアー
　ズロックとその周辺）

o対象
　小学5年～高校2年　男女20名

○内容
　・野外活動体験（キャンプ等）

　・エアーズロック登山等

○参加費　285，000円

○締切り　平成6年11月21日（月〉

○申し込み・問い合わせ先

（財国際青少年研修協会

　〒160東京都新宿区四谷2－11大

　ホ寸ビル3階　智03－3359－8421



窃》易魑

休日当番
11月3日

内科　広　瀬　医　院　盈25－0238

外科　銭　谷　医　院　費25－2010

歯科　ごとう歯科医院　盈24－2020

11月6日

　内科　海　上　医　院　智25－！501

外科刈田病院盈25－2145
歯科石川歯科医院a32－2088

11月13日

　内科　刈　田　病　院　費25－2145

　外科刈田病院盈25－2145
　歯科　広瀬歯科医院　費26－1871

11月20日

　内科刈田病院智25－2145
　外科刈田病院費25－2145
　歯科　岩田歯科医院　智25－2191

11月23日

　内科　水野クリニック　盈25－2736

　外科宮城医院盈25－2062
　歯科　小野歯科医院　姪25－8007

11月27日

　内科柿崎医院費25－2210
　外科　加　藤　医　院　a26－2653

　歯科　高橋歯科医院　費26－3543

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

「葡内の交通事故1／ll瀟

　事故発生件数　　55件（505件）

　死亡者数　　0人（4人）

　負傷者数　　16人（156人）

　物損件数　 42件（375イ牛）

第17回白石市交通安全市民大会

平成6年11月24日㈲午後2時～

　臼石市中央公民館・大ホール

■人ロ　42，256（前月比）一13

　　聯20・759辱21・497
■世帯数　　　※住民基本台帳から
　書12，402　　9月30日現在

、
PJ
身障害児教育理解推進フォー一ラム

　10月初めに各世帯にお配りした「生

涯学習パンフレット」に変更があり

ましたのでお知らせいたします。

○テーマ　障害をもつ子の教育と進

路（いきがいをもとめ、自立を求め

て）

○期日　11月22日（火）一23日1祝）

○場所　白石市民会館

○内容

●言己念講演　11月23日1祝）　13：30

演題「障害をもつ入々にやさしい

就

　　地域づくりを」

講師　安彦ひさ子　氏

●パネル展示・作品展示

1！月22日13：00～16：00

　　23日9：00～16：00
●映画　11月22日　14：00～

　　　　23日　10：00～
●相談コーナー

　　　ll月22日　13：00～

　　　　23日　　10：00～

学時健康診断の実施について

平成7年4月小学校就学予定児童

に対する就学時の健康診断を次のと

おり実施します ，

該当児童の保護者に通知書を送付

いたしておりますが、届かない場合

や不明な点があ1）ましたら、市教育

委員会学校教育課費25－2111（内線）

408へお問い合わせください。

受付は時問どおりに実施いたしま

すので、早すぎる来校や遅れること

のないようにお願いします。

○該当児童

健康診断日程
月　　日

11月4日1金）

11月8日〔火l

Il月10日1木1

11月11日〔金l

l1月15EIl火）

11月17日（木l

l1月18日1金）

ll月22日1火l

ll月24日1木1

11月25日1金）

学校名
深　谷小
福　岡小
越　河　小

斎　川　小

白石第二小

大鷹沢小
自　川　小

白石第一小

小　原　小

大平小

受付時問
12：20～12：30

12＝20～12＝30

13：00～13：10

13；00～13＝10

12120～12：30

12：20～12＝30

13：10～13＝20

13；00～13：20

13＝30～13＝40

12：20～12＝30

昭和63年4月2日から平成元年4月1日までの出生者。

差押電話加入権

生
口公宮

冗公

次の差押電話加入権を平成6年ll

月30日午前9時30分、白石市役所大

会議室（4階）にて公売に付します，

（電話番号）

26－2677　　25－5147　　25－0267

25－8550　 24－5618　 25－2686

25－2933以上NTT白石営業所所管

　なお、公売日の前日までに納付さ

れたものについては、中止になる場

合もあります，

　公売についての詳細は、市税務課

管理収納係盈25－2111（内線〉141

144へお間い合わせください，

紐
猫、料法律相談の
　　　　　お知らせ

仙台弁護士会主催1宮城県、宮城

県市長会、宮城県町村会後援〉の、

「県下一斉無料法律相談」が県内68

自治体で行なわれます，

○日時ll月18日1斜F後1時～
○場所　市役所第3会議室

o担当者　仙台弁護士会所属弁護士

　どうぞお気軽にご利用ください。

第30回

白石市断郊レース大会

○日　時　11月23日㈱　9時開会

○場所　白石川緑地陸上競技場周

　　　辺
○参加資格

小・中学生、高校生及び一般男女

※ただし、小学3年生以上に限る。

○申し込み先

市教育委員会生涯学習課体育係

山田洋次監督映画

「学校」上映

東京の夜間中学を舞台とし、人間

教育の本当のあ群）方を私たちにつよ

く語りかける感動のドラマです

○日　時　11月6日旧1午後2時～

　　　　　　　午前6時～
○場所　白石市民会館

○料金大ノq，OOO円、小人800円
（当r｛大人1，300円、小人1，000円）

○問い合わせ先

別部八郎奮26－2528
長谷川義晴　奮24－5638

　　　　岱25－2111（内）412

0主催　白石市陸上競技協会
○締め切り日　11月14日1月）

○問い合わせ先

　半沢　克美　盈25－3867

　鈴木　清重　費25－2849

『みゃぎ手帳』を

『続・

あっせんします

宮城県民のために作られ、最新の

統計資料や市町村…覧、行事予定な

どが掲載されており、見やすくて使

いやすい平成7年版「みやぎ手帳」

をあっせんします，

　ご希望の方は市企画財政課奮25－

2111（内線〉362、または各事務連絡

所へ11月25H命までにおIl1し込みく

ださい、

q「みやぎ手帳」頒布価格

　ポケット版　400円（消費税込）

　ノく型版　　　500円（消費税込）

つくしひろば』開設中ノ

　「つくしひろば」は、乳幼児をも

2親の方々の情報交換、仲間づくり

をしています，，

お子さま連れでいつでも、どなた

でも、お気軽に参加できます、。ご利

用ください。

○開設期間

平成7年2月までの毎週火曜日の

午前IO時～午後3時

自

○開設場所　市中央公民館図書室

O参加費　　無料（ただし行事によ

り材料代がかかる場合があります）

○行事予定（10：00～11：30）

l！月24日　クリスマスリース作り

12月22日　クリスマス会

　1月10日　親子遊び

O問い合わせ先　市教育委員会生涯

学習課奮25－2111（内線）409・410

石郵便局からのお知らせ

■平成7年用年賀はがき発売！

　今年も残すところ2か月となりま

した。郵便局では11月1日吹）から平

成7年用年賀はがきを発売いたしま

す，無地、絵入1）、さらに目の不自

由な方用など50円、55円の5種類と

なっています。お早めにお買い求め

ください。

■学生アルバイト募集中！

　白石市郵便局では、年賀はがきの

区分作業と集配作業をお手伝いして

いただくアルバイトを募集していま

す，高校生、大学生の皆さん、短期

間ですが社会勉強をしてみませんか，

　詳しくは、白石郵便局郵便課費25

2743へお問い合わせください。

　　　　　囲

第20回

仙南公連美術展

仙南各市町公民館で開設したり活

動している美術教室、美術サークル

生の作品を一同に展示します。

○期　日　11月11日1金1～13日旧）

　　　午前9時～午後4時
○場　所　川崎町山村開発センター

　　　　（川崎町役場となり）

○入場料無料

○問い合わせ先　白石市中央公民館

岱26－2453

　　混声合唱

コール・リンデ定期演

奏会中止のお知らせ

第2回白石市生涯学習フェスティ

バル参加事業として、11月26日（土1に

しんきんホールで開催を予定してお

りました定期演奏会が、都合により

中止になりました。

　　　混声合唱団コール・リンデ

4

　　0

　　　　　　　　　，へ戸4宮城県中央児童館　　　　　　　　　　手

「みやぎ子ども劇場」のこ案内

一人形劇団プーク公演一

●日時12月10日出

　　　14：00～15：！5

●会場　白石市中央公民館

●プログラム

　　　平成5年度厚生省グランプ

　　　リ受賞作品

　　　「タマゴ」

　　　「あやとじろきちおおかみ」

●対象　幼児・小学校低学年

　　　（大人の方もご一一＾緒に）

●共催　第一児童館親の会

　　杉の子母親クラブ
　∩　　　　※入場は無料です。
　い・1い



＞碧水園からイベント情報

◆碧水園茶会

秋の庭園を眺めながらお茶をどうぞ

初めての方も簡単なお茶の飲み方を指導します。」’

○日　時　11月3日（祝・20日（日）10～15時

○料金お茶菓子400円

　　　　　鷺一　一』1・r』閣甲匡
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政勝さん・さなえさんの次男

ママからひとこと

友達いっぱいつくってネ！

パパからひとこと

素直で明るい子になってね！

白石城榎一

白石城天守閣の足場柳）㍉鱗無一　　讐

獲藁房灘躍凝懸：藪≧
の目1』に表した。

　これによって、天守閣部分の

工事はほぼ完成し、今は大手ニ

ノ門の柱と梁の部分の復元が急

ピッチで進んでいる。

大手ニノ門の復元には、白石城復元工事全体で最も太い柱が

使われている。これは、門の鏡柱（大扉をつける二本の柱）に

使われるもので、56cm×39cmもの太さの柱である。これだけの

太さの檜ともなると、今は国内では手に入らず、樹齢1000年以

上の台湾檜が使われている。この巨大な柱を支えお礎石はなる

べく当時の声のを使い、位置は発掘調査によって出てきた遺構

の上においている。大手ニノ門にこれほど巨大な柱を使うのは、

この門が白石城の最後の砦として、様々な攻撃に耐えられるよ

うに考えられている為だそうである。実際、復元される門には、

城を攻める敵を迎撃できるように、2階、！階部分にも矢狭間

や、鉄砲狭間が備え付けられている。

ニノ門の復元は現在60％の仕上りで、来春完成予定である。

市
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長

人権擁護
一
丁 政

生 活

税　　務

社会保険

消費生活
補聴器巡回

サー　ビス

無料法律

障　害　者

年少青

農 家

こころの相談
（精神保健）
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15

15

15

7・25
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毎週月・水・金
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ニホン
25

15
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　毎週
月・火・木・金
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　1
第1木順則）

I
I

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

10＝00～15：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13＝00～14：00

10：30～11：30

10：00～15：00

市民室　⑧1
第2会議室　　＠2

第2会議室　　＠2

第2会議室　④2

福祉事務所内相談室

　　　　　⑧1
第2会議室　　㊧2

第3会議室　　＠3

健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　　⑧1

第4会議室　　⑧4

電話相談、手話での相談もできます。a25－2m内線351
　　　　　第2会議室　⑧310：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　　⑧4

市民室　⑧1

健康センター


